
◆不況を吹き飛ばす『会社の節約術』のプロ

◆電話・コピー代・保険やガス・水道など

　２００社以上の企業の経費を削減した

　コンサルタント会社「コストダウン」経営者
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1963年、京都府出身、在住。

同志社大学経済学部卒業後、当時と

しては珍しい成果主義のコンサル

ティング会社に就職。その後、2006

年に、コストダウン専門のコンサル

ティングで独立・起業。

電話代、コピー代や保険、ガス、水

道代などをチェックし、より安い契

約に変えていく。

「安い早い旨い」というキャッチコ

ピーと、リーズナブルな成功報酬シ

ステムで、不況となってからはさら

に人気をはくし、現在までに２００

社以上の経費を削減した。

コストダウンは不況や会社業績が厳

しくなった時にだけ取り組むもので

はなく、利益を上げるためには必要

不可欠。コストダウン＝節約＝暗い

という先入観をなくし、会社全体で

「明るいコストダウン」を目指すこ

とを広めている。

【ＷＯＲＫＳ】

・不況に負けない会社の明るいコストダウン術　・経費削減に関する講演・セミナー

・会社のムダをチェック！など、会社訪問の取材　・家庭でも応用する節約術　etc.

取材のお問い合わせは、ホワイトナイト（株）久保まで　TEL：０３－５４１４－２８３１

【携帯電話だけでも年間９,０００万円以上をコストダウン！】
 これまで２０００台近くの携帯電話の契約を見直してきた片桐氏は、

 年間９，０００万円以上を経費削減しています。

 お菓子の卸会社や、ガソリンスタンド経営会社など、クライアント企業は

 様々。どんな会社でも、経費を見直せば、必ず削減できます！

 

　経費削減の実績

　●テナント料金　　　　 ３億円／年（２６社）

　●固定電話料金　２,３４２万円／年（２６社）

　●携帯電話料金　９,３１７万円／年（２４社）

　●コピー代　　　　 ３８５万円／年（７社）

　●電気料金　　　　 ５３７万円／年（２社）

　●都市ガス料金　 　　１５万円／年（１社）

【経費削減は、明るく楽しく】
 これまで使用していた経費を削るように通達が

 出ると、会社の雰囲気も暗くなりがちですが、

 片桐氏が提唱するのは、決して無理をしない

「明るいコストダウン」。

 会社・社員が暗い気持ちになる事なく、

 前向きにムダを省くノウハウを伝授します。

 著書に「明るいコストダウン」（パンローリング７３５円）

【ここまで経費削減できる！】
 片桐氏がコンサルした会社の中には、小売業テナント料で１．６億円（年）、
 メーカー営業所テナント料で１．４億円（年）という大きな節約に成功した
 会社もあります。上記は、両社とも東証一部上場企業です。
 また、東証二部上場企業でテナント料、携帯料金、固定電話料金、事務用品
 費をすべて、見直し、年間２，８００万円もの経費を削減した会社もあります。

【意外と知らない電気料金の仕組み】 
電気料金は、「基本料金」と「電力量料金」で構成されており、基本料金は
過去１２ヵ月遡って、一番高い使用量の月が基本料金となります。一般
家庭では多くは夏場がピークです。それはエアコンを使うからです。エアコン
の消費電力は一気に電気の使用量を引上げてしまいます。
ですから夏場のエアコンを使う日数、時間、部屋数を減らし、設定温度を低く
設定することで、消費電力を減らし、「電力量料金」のみならず、「基本料金」
も削減できることができます。
ですから冷夏の電気料金の請求書を見続けて、安心してエアコンを使うくせ
をつけると翌年の基本料金が上がることになるから注意が必要です。
また、燃料費が高い昨今、電力料金には燃料費調整単価（航空運賃の燃油
サーチャージのようなものです）が加算されるケースが増えておりますので、
節電は家計のためにもエコの為にも常に心がけることが必要です。


